










































の素案を作ること等を通してなされま 。また、皇帝の文書の草稿を作ることを通して皇帝の判断に対して事実上少なからざる影響 与えた 思われます。ただ、皇帝の近くにあるけれども六部等の政務 分担している官衙との間に命令服従の関係はありません。内閣は題本の進達、票箋や批答、諭旨の頒布等を司ります。もっとも軍機処ができた後はその補助をするだけになったようで 。軍機処は毎日の進見奉答、諭旨の原稿を作り頒発する仕事を司る他、重大な政治問題や軍務上必要な事項の調査等 行います。　
政務を監察する官衙として都察院があります。中央官衙と地方官衙を階層に関係なく監督します。左都御史二人を置き
ます。右都御史は督撫が兼任する部署 督撫が兼任し ことは中央官衙と地方官衙が互いに牽制して権力分立に類似する働きをする一方で迅速な統治の実現 阻害したと思われます。都御史 下に監察の対象になる衙門に対応して吏科、戸科、礼科、兵科、刑科、工科の六科と地域に着眼 る十五道を置い 監察を行います。六科に給事中、十五道に監察御史をそれぞれ複数置きます。彼らは独立性が強く都御史の属官で ありません。都御史は監視するだけです。
（4）
　
地方は三級の行政区画をなし省が上級行政区画、 府および直隷州、 直隷庁が中級行政区画、 州県庁が下級行政区画であっ
てそれぞれの範囲を管轄しま 。 級の官衙程管轄範囲が広くなり す。本部に省は十八ありました　
地方官衙も官の機関です。権力 垂直に分けた国とは別の自治権を持つ現在の地方公共団体のようなものではありませ








に対するものと上級官衙に出す素案を作る官僚組織内の行為とがあります。衙門は城壁で囲まれた地方の都市にす。嘉慶年間に於いて州県は全国 千六百位あった いい す。三億人余りの当時の人口から見て一つの県には平均すると二十万人位が生活していたこ なります。　
国民主権の現代の日本は権力を分立し地方に自治権 認めています。国と都道府県、市町村は互いに対等です。中央官
庁は法律によって自らの権限に属するとされている事務の多くを自ら執行 るとともに一部を法律によって地方公共団体に委託して執行させ いま 。後者を法定受託事務といいます。地方は法定受託事務のほか自治事務 ります。地方は法律の範囲内でしか動けずそのことは国の機関である 所 司る司法権によって確保されています。　
清朝権力の形は皇帝があらゆる権限を統一的に行使するというものです。通例、皇帝は官衙に作らせた素案を見ながら








重要性と利便性とそ 程度を考えて事柄によっては権限を官衙に授与して事務を委託しています。皇帝の判断を待たずにその官衙の判断に委ねた です。 た、権限を委託したといってもそ すべ を譲渡した訳ではないのであって、皇帝や上級の機関は活動情況を報告させて事後的に れ 取 消したり修正することが きます。権限を持つ官衙の活動を一応正当な官 判断とするけれども事後的 当事者 申し立てがなくてもそれを再審査でき のです。さらに、皇帝は委託している権限をいつでも取り上げることが可能です。現代 地方の自治 と同じではありません。また 留意し け ばならないのはどういう内容の権限を授与しているかということであって、例えば、督撫が素案を作り部が判断 る事案は部に委託し のは裁可 権限に止まってい 督撫と部 意見が合致すれば 判断 待つことなくそこで落着させるけれども意見が合わないときは同級故優劣を付けられな ので皇帝に判断を求める うことです。　
刑事関係の特に実体法は中央で定立しています。条例は刑部が中心になって定めています。その手続法は省例のような
地方的法規として作ることもあったよう す。租税法は地方官衙 制定権限 委託されている部分が少なくありません。地方が実体面につい も執行細則を制定していま 。例えば税率は省で決めています。 域の 情をよく知 いる地方
6に任せる方がむしろよいと判断していたのでしょう。法の執行は法の定立に比べて制度上一層下級 官衙に権限が委託されています。例えば民事的な訴訟事案や徴税等の人民に対する法的あ いは事実的行為の執行は州県に委託 ています。勿論、逆に官にとって利害の大きい事柄については執行の権限を皇帝あるいは上級官衙があくまで留保しています。　
放任されているという意味で事実上権限が委託されている場合があります。現代の法律による行政の原則の内容の一つ






型的には長官たる正官（ 「印官」 ）の他に副官と 佐弐官、下役と て 属官、正官 同じ都市に住み補佐を 首領官がいます。　
中央官衙の多くは合議制です。満人と漢人の数を等しくしています。内閣は内閣大学士と協弁大学士からなる合議体の
官衙です。軍機処は内閣大学士尚書の中から数人が軍機大臣を兼任しています 六部 正官（ 「堂官」 にはそれぞれ満人
7 中国法史講義ノート（Ⅱ）（１）
一人と漢人一人からなる尚書、右侍郎、左侍郎がいます。全部で六人です。互いに上下関係はありません。意思の決定は正官が一堂に会して議論す 会議（ 「堂議」 ）の他にいわば持ち回りでの決裁の形でなされることがあったと思われます。部としての意思はその全員の一致で決めます。指導的な者が て事は決まった でしょう。属官（ 「司官」 ）に郎中、員外郎、主事がいます。　
地方官衙の正官は一人です。省の総督、巡撫は単独機関であって衙門には書吏や幕友はいるけれども佐弐官や首領官、
属官はいません。官吏 赴任地が決まるまでの待機ポストとしての発審局にいる候補人員に補佐させます。布政司、按察司にはそれぞれ布政使、按察使 補佐官がいま 。府の正官は知府であり州、県の正官 知州、知県 す。
（6）
府の官吏も
人民と接触することがなくはないが官の意思は州県を通して人民に提示されるの 原則であって最も多く直接人民と接触しまさに牧民官、父母官と るのは州県 です。　







試は省都の貢院で三年に一回行われ合格すると挙人の称号が与えられます。会試は郷試の翌年に北京 貢院で行われ合格すると貢士の称号が与えられます。殿試 皇帝の前で行うもので順位を決めるためのもので 合格す と進士の称号が与えられます。合格者は二、 三百人であったといいます。　
科挙制度が果たした最大の役割は、勿論官員 送り出し官 権力を支えたことです。その他の副次的に果たした働きの
第一は、官が人民の願いを吸い上げ得たことです。科挙は民間から 材を登用する制度であり、彼らは人民が何を求めているかを日常的にそ なりに知っていたはずです。第二は、思想を統一 たということです。試験問題 四書五経や詩等
8を対象にするものであって儒教と文学に関する知識が問われました。 しかし、 このような読書だけが尊いとしたことによって実学や科学的思考 発展が阻害されました。第三は、それは社会変動の原因の一つであったということです。科挙は女性と賎民 除き広く人民に受験資格を与えています。官吏にな ば富を得て退官後は故郷 地主と り郷紳 して人々に尊敬されます。科挙の合格者 多くはもとも 富裕であったであろうが 階層間の流動をもたらすこ もあります。生来の身分により階層が固定している社会とは異なるいわば実力主義の社会です。　
官員の責任に関して最も留意しなければならないのは上級官衙によって取り消されることになった職務上の判断をなし
た下級官衙 官員の責任です。現代の刑法 はそのよう 行為を念頭に置く規定はあり せん 民事責任は国家賠償法によって故意か重過失があるときにのみ生じます。清律に 刑律故失出入人罪条が り誤った裁判をしたときの責任を認識していたか否かに沿って けて記しています。
（9）
現代法とは異なり客観性の強い刑法でありそこで求められる注意義務の
程度は高く上級官衙で取り消され 取扱 の実際はともか して先ず責任を逃れ ことはできなかっ です。　
官衙で働く人員の第二は、皇帝によって任命される官員ではなく個々の官衙が任用する人です。そのような人員を利用
することを皇帝は容認していたのです。その一は書役（ 「胥役」 、 「書差」ともいう。 ）と呼ばれる人です。そ 数は一定していませんが州県衙門には百人単位でいたようです。そ 中 事務を行う者 書吏です。胥吏とか経承 もいいま 彼らには決 った俸給はなく接触する人民から手数料として陋規と呼ぶ金銭を徴収しま た。
 （10）
肉体的な役務をする者が衙







官衙は原則として文書（ 「官文書」 、 「公文」 ）で意思を表示します。文書主義は官衙の意思決
定過程を合理化し事後の検証を容易にします。最終の決定内容だけではなく意思決定の過程も文書にすることを通して正確な判断を確保し官吏の責任を明確にして効率的な運営 可能にします。文書には官衙相互の間のも と官と人民の間のものとがあります。ただ、清代官僚機構の文書主義は人民のためというより官のためのものでした。　
表示する相手との関係によって が決っています。皇帝の官衙に対する文書を上諭といいます。逆に官衙が皇
帝に対して出す文書が上奏です。上諭は上奏がなくてもあり得るし上奏は上諭がなくてもあり しかし、上諭 多くは上奏を受け されます。官の最終の意思は皇帝が決めます。皇帝は絶対的な権限を持っています。　
上奏をなし得る者は中央官衙と督撫等に限定されています。彼らは皇帝に直属しているのです。上奏には内閣を経由す
る題本と呼ぶ正式の文書によるものがあります 文書を六部は内閣 提出し （ 「部本」 ） 督撫等 通政使司に提出 ます （ 「通本」 ） 。題本に対して内閣大学士が決済案（ 「票擬」 ） 作成 皇帝がそ 是非 判断 ます。題本を受けて出す上諭は明発諭旨であって内外の臣民に公示します。諭旨 書き込んだ題本 紅本と言い内閣の大庫に保管します。一方、抄録を関係機関に送ります それは後 回収しま 。　
軍機処が設置されて以降、軍機処を経由 奏本（ 「奏摺」 ）と呼ばれる上奏がなされるようになります。これはもとも















































































郷村の組織には官 主導で作られる組織と民間で作る組織 あります。ただ、その境界がはっきりしなくなります。前者 して










る華北村民の対応――村落の集団性の強弱と自治の存否を解明する手がかりとして――」 （星薬科大学紀要二三） ｝ 。（15）　
マックス・ウエーバーは官僚制を近代以前の身分的であり公私の区別のない家産 僚制と契約により成り立つ公私を区別する近
代社会の合理的な近代的官僚制に分けて伝統中国の官僚制は前者に当てはまるとします。近代的官僚制は官僚の持つ権限や一元的な命令服従の階層構造がはっきりしています。文書主義ですし地位の世襲はありません。俸給は貨幣により定額が支払われる等の特徴があります。ただ、それは臨機応変な対応 とりに い等 欠点があるといい す。
　　
清代の官僚制には理念としては王土王民の家産国家に於ける家産官僚的なところもなくはないけれどもむしろ近代的官僚制との
類似点が少なくありません。そ 制度は儒家と法家の思想を反映しています。官吏の資質として文人を重視し職業的専門家という考えがないのは儒家思想に基づいています。合理性を重んじ機械的、非人格的であるの 法家的です 後者 効率よく統治することを追求する点でウエーバーのいう形式合理性を追求する近代的官僚制に通じています。
　　

















裁判規範としての働き方は法の分野 よって同一ではあり すべ の法を究極 は処罰や権利の保護のための裁判規範である する現代のいわゆ 法化社会の事後規制型法と比べると特に民事 分野に於ける法規範 役割が異なります。　
行為規範である礼に反する行為を した者を処罰することを目 とする刑法は事後の裁判に力点を置いています。必ず
律例に沿って（ 「照」 ）処罰し執行も確保されてい 律例は刑事的な裁判規範として自立しています。租税 は一次的には徴税という統治作用に於ける行為規範です。　
実定化して十分整った成分法体系になっていた訳ではないかも知れないけれども、一般的に土地支配はかくあるべしと
する土地法や一般的に家族はかくあ べしとする家族法 存在し います。土地法 税制と関係 いる で官にとって税収の確保という点で利害の大きい分野です。それ故、土地法はそれに沿 て行動させる行為 の役割を重要視していま 。また、土地法は土地裁 唯一の規範ではないし必ず判決内容を実現し得た訳でも けれども、それは審理の軸として働く重要な規範です。細案の裁判は紛争を鎮め社会秩序を修復するこ を にしています。そのために官 具体的な紛争の全体的解決を目指して審理 対象を決め法を選びま 。人民 官へ 請求権を持っ せんし
14








為は官吏等が職務行為として こと なります。皇帝 定めた法に名宛人であ 吏 違反する いうこと す。違法な行 には実体的な違法行為と手続き的な違法行為が りま 前者 例には間違った裁判や義務のない者から 徴税があり、後者の例には違法な取調べがあります。　
官の不法な活動から人民を救済する第一はその不法な活動を修正し原状 回復することによります。一般的には人民は
15 中国法史講義ノート（Ⅱ）（１）








































分野です。官の権力を存立させ ために必要な費用を利益を得て て負担する能力の 者から強制的 税と て徴収します。課税の根拠は 絶対性にあります。州県官衙が徴収す ものと上級の官衙 徴収するも がありま 。　
税収の多くは土地税からのものです。明代にできた里甲制が崩壊し人頭税が廃止されて地税と丁税を併徴する土地税へ
















































それを協餉といいます。戸部が直接に地方官衙 援助することはありません。戸部は銀庫から八旗文武官員の俸餉銀、雑項恩賞、賑済軍需等を支出します。その他の中央官衙は必要な費用を戸部に請求し受領 ます。もっとも戸部が関与しないで地方官衙から直接移送されるもの 増えて行きます。中央に経 要するこ が起こると戸部 省の承諾を前提にして分担（ 「派定」 ）させます。　
財政制度に特徴的なこととして留意しなければならないのは、中央官衙と省および省相互の間 対立があっ というこ


















京餉の他に漕米があります。折銀の法によって少 くはなるが一部の省 ついてはそれを移送する義務が存在し続け 京倉
に保管する漕米は俸米等に支出されます。
　　
地方官衙にも倉があって倉米を保管し います。それは救恤のために使われます。
（5）　
本稿四頁～六頁。
［付記］　
中国法史講義ノート（Ⅰ） （星薬論集二九輯）一〇頁、註１の『清代土地所有権法研究』を『清代中国土地法研究』に訂正します。
